




























































































































































































話題提供者：小和田 幸 子（創価大学教職大学院第１期 八王子市立宮上小学校）


























提案者：佐 生 秀 之（創価大学教職大学院第４期 八王子市立弐分方小学校）





























話題提供者：鳴 海 悦 子（創価大学教職大学院第６期 東京創価小学校）
記 録 者：有 本 弘 樹
「学校の教育力を高める活動のひとつとしての異学年・異年齢交流の充実」をテー
マに議論が行われた。話題提供者は，「子どもの社会性が育つ異学年の交流活動」（国
立教育政策研究所生徒指導研究センター）を引用しながら，地域や家庭が持っていた
教育力の低下により，社会性の基礎となるべきものが自然に身につくことが困難に
なってきた社会背景を指摘しつつ，異学年交流の充実に期待を寄せた。しかし，異学
年の交流活動と似た「縦割り」のような活動をしている場合でも，何をねらいとして
実施しているのか，そのねらいを実現するのにふさわしい実施形態になっているのか
等を見直してみることが必要であるという。そうでないと，ただやっているだけ，た
だやらせているだけの活動になり，児童の成長は期待できないし，異学年・異年齢交
流のねらいがあやふやになりやすいとのことである。
また，「縦割り道徳」や「４・５年生合同スキー学校」など教育効果の見られる「異
学年交流」実施校として私立玉川学園の紹介があり，効果的に「異学年・異年齢交
流」を行うために
１．教員間の連携の良さ
２．意図的・計画的な活動にするための事前指導・事後指導
３．マンネリ化しないための工夫
４．子どもたちが自主的に活動できる工夫
が必要であり，自分の成長を実感できる振り返りが大切であるとの主張があった。
これらを踏まえて，参加者それぞれから活発な討論が行われた。ただやらせている
だけという実感がある，形式的にはめ込んでいるだけで何もやらない子どもがいる，
形骸化しているという感触がある等，一同が学校組織として異学年・異年齢交流のね
らいに確かな認識がないことに共感した。子どもが異学年・異年齢交流の必要性を感
じていない場合，何が子どもをそのようにさせているのか，活動がマンネリ化・形式
化している状況とはどのような状態か，異学年・異年齢交流で行うのに効果的な活動
とは等，話題は多岐にわたった。解決の視点として，活動に徹底した一貫性を持たせ
ることが大切である，自由度を残し子どもの自己有用感を高めることが目的である，
目的の一つとしてシティズンシップ教育・市民科の可能性もありうるなど，それぞれ
の教職経験・子どもの頃の経験から価値ある提案がなされた。
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